
1 

 

令和５年度 介護支援専門員更新研修（専門研修課程Ⅱ）における 

事例の提出について  

 

１．事例作成の目的 

受講者が自己の経験に基づき作成した事例を使用したグループワークを行うことに

より、他のグループメンバーと共に以下の内容を研修する。 

〇自己の実践の振り返りを通じて、ケアマネジメントプロセスを再確認する。 

   〇類似した別の事例や状況に対応する力を身につける。 

   〇地域の課題の抽出や解決に向けた取り組みにつなげる。 

 

２．提出する事例の項目について 

 

提出する事例の項目（Ａ～Ｇ）は個人別に指定されています。 

必ず指定された項目（Ａ～Ｇ）で事例を作成してください。 

指定以外の項目で提出された場合は、指定の項目で再提出していただきます。 
 

※Ａ～Ｇの一覧は裏面別表参照（Ｄの提出はありません） 

 

３．作成する様式 

（１）事例シート１【表紙】提出書類一覧表 

（２）事例シート２【事例概要】 

（３）事例シート３【ジェノグラム・エコマップ・生活歴】 

   ※本紙３ページ目の「６.事例シート３の記入例」を参考に記入してください。 

（４）事例シート４(１)(２)【事例のアセスメント情報(1)(2)】 

（５）事例シート５(１)(２)【事例のアセスメント情報(3)(4)】 
 

事例シートは、石川県ホームページからダウンロード可能です。 
    https://www.pref.ishikawa.lg.jp/ansin/keamane/kenshu.html 
 

ホーム > 連絡先一覧 > 健康福祉部長寿社会課 > 介護支援専門員にかかる研修について ページ内  

または、県ホームページ右上の検索メニュー内「キーワードから探す」より、「介護支援専門員にかかる研修について」と検索 
 

 

４．作成にあたっての注意事項 

（１）事例シート２の「この事例を選んだ理由」欄には、自身が担当した際、難しく感じた・ 

困った・判断に困った事例や、振り返りを行いたい事例を提出してください。 

※「①事例の項目が指定されたから」、「②事例項目の担当ケースが他にないから」等、 

上記の提出の主旨にそぐわないと判断される記入は、再提出を求めることがあります。 

※②の場合でも、上記の提出の主旨に沿って記入していただければ問題ありません。 

（２）個人情報保護のため、個人を特定できないように、十分留意してください。 

○利用者は「Ａさん」で統一します。 

○実際の固有名詞（氏名・住所・施設名等）はアルファベットで記入してください。 
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（記入例：長男Ｂさん、Ｃ県・市、Ｄ病院、Ｅ事業所、Ｆセンター等） 

   ○日付を記入する際は、元号・年・月までの記入となります。 

   （ただし、同月内で事例の経過等がある場合は、詳細を伏せ、経過が分かるように記 

    入いただいてもかまいません。 記入例：平成２８年６月●日、６月１●日） 

（３）作成した事例は、研修中に事例研究で使用しますので、手書きで記入する場合は、他 

の受講者が見やすいように、丁寧に、濃い字で書いてください。 

（４）作成した事例の原本は、各自で保管してください。 

 

５．提出について 

（１）提出方法 

  作成した事例は、片面印刷でコピーし、事例シート１～５を順に並べてクリップで 

留めてください。（両面印刷・ホッチキス留め不可）原本は各自保管してください。 

使用料（手数料）納入票、研修記録シート１とともに郵送してください。 

（簡易書留推奨） 

 

（２）提出先   〒９２０－８５８０ 金沢市鞍月１丁目１番地 

         石川県健康福祉部 長寿社会課 地域包括ケア推進グループ あて 

 

（３）提出期限  ６月２９日（木）必着【厳守】※金沢市内でも、到着まで２日程かかります。 

 

（別表）事例一覧 ※ 提出する事例の項目（Ａ～Ｇ）は個人別に指定されています。 
 

項目 科目名 キーワード例 

Ａ 
リハビリテーション及び福祉

用具の活用に関する事例 

筋力低下改善・日常運動の強化・リハビリテーション実施・住宅改修・福祉用

具利用・外出支援・高齢者の外出先の開発・外出時の休息やトイレについて・

機能強化ロボット使用 等 

Ｂ 
看取り等における看護サ―ビ

スの活用に関する事例 

生活機能低下における対応・看護サービス利用について・生きがいの実現の

ための支援・痛みの改善の取組・緩和療法・死の受容に関すること・葬儀や遺

品に関する相談対応 等 

Ｃ 認知症に関する事例 

初期診断に関する対応・地域ネットワーク構築・認知症の理解・環境変化に

おける対応・行動障害の取組・認知症治療に関する事・精神疾患における医

学的・心理的な状況 等 

Ｄ 入退院時における医療との連

携に関する事例 

医療チームへの伝達・介護チームへの伝達・説明責任・難病の取組・医療の活

用・入院における介護負担に関する事・入退所におけるコンプライアンスに

関する事・高齢者に多い入院を伴う疾患・感染症 等 

Ｅ 
家族への支援の視点が必要な

事例 

家族に疾患がある場合の対応・利用者と家族の受け止め方が違う場合の対応・

家族が本人の生活機能に強く影響する場合の対応・家族間の関係性を対応し

た 等 

Ｆ 
社会資源の活用に向けた関係

機関との連携に関する事例 

地域支援・社会資源と特徴と対応・社会資源との連携・社会資源介入と対応・

地域特性と社会資源の関係・生活保護制度・成年後見制度利用・虐待事例 等 

Ｇ 
状態に応じた多様なサービス

(地域密着サービス、施設サー

ビス等)の活用に関する事例 

住み替えの対応・生活機能促進、利用者の主体的な選択に関する対応・説明

と同意に関する事・施設サービスの対応・地域密着サービスの対応・定期巡

回・随時対応型訪問介護看護・看護小規模多機能型居宅介護（複合型サービ

ス）・小規模多機能居宅介護活用 等 
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６．事例シート３の記入例 

【ジェノグラム・エコマップ・生活歴】令和 5年度 介護支援専門員更新研修（専門研修課程Ⅱ）事例事例シート３ 

◎ジェノグラム   

 ※ジェノグラムを記入してください。 

◎一日の過ごし方 ◎エコマップ 

【これまでの暮らし】 【これまでのつながり】 

  

【現在の暮らし】 【現在のつながり】 

  

◎生活歴（各エピソードに対する、本人の感情や予想される気持ちについても合わせて記載する） 

ホワイトボード記入例 ２

S18 S.24 S.30 S.36 S.43 S.45 S.47 S.50 H.15 H.16 H.26 H.27
0歳 6歳 13歳 19歳 26歳 28歳 30歳 33歳 60歳 61歳 71歳 73歳

【生活歴】

Ｋ市出生 小学校へ 中学は水泳部 入社 恋愛結婚 長男誕生 長女誕生 単身赴任 退職 シルバー人材 肺癌 再入院
三人兄弟 友達多い 部長だった 勤勉 妻は3つ下 喜ぶ 喜ぶ 寂しい 自宅へ まじめに頑張る 入院 治療苦しい
一番上 抗癌剤  

＊感情・気持ち              

※個人情報保護のため、個人を特定できないように、十分留意してください。 

!エコマップ記入の留意点！ 
現在のつながりだけではなく、これまで暮らしてきた中で築いてこられたつながり 

（希薄になっている関係・途絶えている関係）についても、記載してください。 

希薄になっている関係は       、途絶えている関係は      で表現します。 



研修記録シート2(評価 ) 記載伊J

この振り返リシーHよ、課目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習のポイントを焦

点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本課目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後の学習方針や課題
への

取り組みを考える際に見返してみましょう。

研修名:専門研修Ⅱ

科目名 :

②-4ケアマネジメンHこおける実践事例の研究及び発表「入退院時等における医療との連携に

関する事例」

受講日

会場

2023/7/25 ”
　

一

1

2

１

　

２

オンライン研修

石川 花子

100

時間

14:05
氏名

１

　

　

２

番号
(3ケタ)

9 1 5

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

備  考

記入日(入力日) 2023/7/14 2023/7/25

①

入退院時におけるケースの居宅介護サービス計画
等の実践事例について意見交換を通して分析し評
価できる。

2 3

②

分析し評価した内容を受講者間で共有し、アセスメ
ントや居宅サービス計画等の作成における留意点を

判断できる。

3 4

③
各種統計データを活用する等により、別の類似の事
例等への応用を実施できる。

2 3

④
地域の各種統計データを必要に応じて活用すること
により、他の事例へも応用できる。

2 3

⑤
医療職をはじめとする多職種との連携方法への応用
を実施できる。

3 4

⑥
地域の社会資源 (インフォーマルサービス等)を活用
したケアマネジメントを実施できる。

3 4



各 自 記 録 用
お手元に保管してください

研修記録シート2(評価 )
この振り返リシートは、科目の受講前後で各自の理解度を把才屋し、受講中

碧言屠ぎ層Y矮け送筆曇蒙筆獣廣戦ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学霧

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名 :専門研修 正

rttlの石テ責及び発表「天題磯蒔等における医療とおける実践事-4ケアマネジメント|
目名 'の
連携に関する事イ列l」

受講日

会場

１

　

２

「
―

　

つ
４
　

　

１

１

　

９

一

蒔闇 氏名

番号

項  目 受講前
受講
直後

実践

評価
(3ヶ月後)

備  考

②父螺 樫禦 齋 謬 線 猛十芽
留意点を判断できる。

③辮 ズ万寵票蔑翼薯亀鷲吾転す
次別の削

④普曽Y暫ゴ玩繁星畢萬貿て詔争婁挺曇難
て潮する

⑤
医療職をrまじめとする多職種との連携方法

への

応用を実絶できる。

⑥
地域の社会資源 (インフオーマルサービス等)を

活用したケアマネジメントを実施できる。

※研修は自 評価とし、4段陪評価で 数字が大きし ど高評価、数 字 ぬヾ
′よヽさt |よど低評イ面として 記 ι

2 ほとん 1 く t
【選択肢】

己

4_ できる 3 オ既ねできる
1ヽま

どできなし 全 できな

入 てくださt ヽ

1



研修記録シート2(評価 )

爾難蜃奪祭整貰線籟鼓嫁Υ議唇薯線 患
の寒戦が事客鸞誰醜

〕返してみましよう。

受講後の学
を書き留め、

習の

今後

受講日
名

　

　

号

氏
　

　

番
会 場

一賓
‥

　

２

１

　

２

　

１

　

２

時間

専門研修Ⅱ
なサービ究及び発表「状態に応じた多様

科 目名
7ケアマネジメンHこおける実践事例の研

・
ス(地域密着型サービスや施設サービス等)の活用 | 関する事例」

項  目 受講前
受講

直後

実践

評価
(3ヶ月℃盗)

備  考

※研修は自己評価とし、4段階評価で 数字が大きじヽほど高評価 数字
がノlヽさt ほど低評価として記入し

2【選択肢】 4 できる 3 概 ねできる ほとんどできなt

ヽ

全くできなし
てくださし

2



研修言B録ンート2(評価)

否鐵 纂瑕祭逢鷲督馨毎籍昇辱薯斎娠震ご賛篭を簑
本逹 豊碧熙 譲牒 範議鞠

たましよう。

名 :専門研修Ⅱ

目名:縁嘉駐彗
アマネジメントに

との連携に関す
おける実践事例の研究及

る事例」

び発表「社会資源の活用に向けた関

受講自

会場

１

　

２

１

　

２

　

　

１

　

２

時間 氏名

番号

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価
(3ヶ月後)

備  考

記入日(入力日)

他の制度(生活保護制度、 見制度等)を

活用 している事例、インフオーマルサービスを提

③ 供する事業者との連携が必要な事例等の居宅
サービス計画等に

:し評I顧できる◇

ついて意見交換を通して分析

〆螺 樫繁 鎌 翻 推 I球言
留意点を再確認できるc

③息蛋機肇蘇鳥範弘麓ζ輩
吹駅の期

④監 稗 諏 島そ艶暴裁
て活用する

他の制度を活用
⑤
'識
や関係機関、

するにあたり重要となる各種

多職種との連携方法1こ応用
宍日

で

きる。

⑥翠a3衰漂襲竜霰τ縫姦峯泰塵元デ
ス等)を

※研修rよ 自 評価とし、4段階評価で 数 字が大きt ど高評1面、数字
が 月ヽ さt 低評価として記 し

【 】
ほとん し

選択肢

己

4 できる 3. 概 ねできる

1ヽよ

2 どできなし
I`Biど

全くできな

入 てくださし

3



麟 瑾聯 詈鰯 籍 チ醒 襲講 除
盟 鞠

メましょう。

名 専 F弓研修 五

占
イ
垣玉霊:密竜諮ξ登彗琴髪増勇弁

看 り等 | おける看護サーける実践事例の研究及び発表「 取

」

名

　

　

号

氏

　

　

番

１

　

２

１

　

２

　

　

１

　

２

時間受講日

会場

項  目 受講前
受講

直後

実践

評 1繭
(3ヶ月後〉

備  考

記入日(入力日)

看護サービスを組み入れた居宅サービス計画

① 等の実践事例について意見交換を通して分析し

評F面できる。

激環鰹禦報謬顧猛|ぞ
:蜜
意点を判断できる。

③廊艶肇ズ万急亀琵異魂鳥蓮転す
吹別の類似

④踏 蹴 解球
輔用する

1看取り等を含む看譲サ―ビスを活用するにあ

③ l

たって各種矢a識や医師、看議師等との連携方

法への応用を実施できる。

⑥

看取り等を含む看護サービス

源 (インフオーマルサービス等

ネジメントを実施できる。

の地域の社会資

)を活用したケアマ

※研修は自 評価とし、4段階評価で 数字が大 ど高評価、数字アしヾプよヽさし 低評価として記入し

【 】 3 2, ほとんどできなt
選択肢

己

4 できる 机1,ねできる

きt 1ヽよ
ヽ

ほヽ ど

全 くできなし
てくださし

4



研修記録シート2(評価)

爾繁奪慈鼈鷲概憲蕩鰯 重季窪息?源
す盈轟聾警ご譜鵬 翼 盈詫
ナましよう。

名 :専 F尾研修亜

科目名:②-3ケアマネジメンHこおける実践事例の研究及び発表「認知症に関する事例」

受講日

会場

１

　

２

１

　

２

　
　

１

　

２

時間 氏名

番号

項  目 受講前
受講
直後

実践

評メ面
(3ヶ月後)

備  考

記入自(入力日)

認矢目症である要介護者等の居宅サービス計画

① 等の実践事例| ついて意見交換を通して分析し

″環賤雑鞄 詠練賞rを
1留意点を判断できる。

③
各種統計データを活用する等により、別の類似

の事例等への応用を実施できる。

④l翠甲課幕 :象齢暴霊
て活用する

⑤
医療職を|まじめとする多職種や、地域住民との

連携方法への応用を実施できる。

③喋割肇野翔 Sy写嵐 翠窪電Fス
9を

※研修 fま 自己評価とし、4段階評価で 数字が大きt tよど高評価 数字
がノ」ヽさしヽほど低評価として記 じ

ほとんどできなし 1 し
【選択肢】 4 できる 3 概ねできる 2 全くできな ヽ

入 てくださt

5



研修記録シ…卜2(評価)
この振り返リシートとま、科目の受講前後で各自の理解度急手景轟蕗塞碧言居離 辱彗璽畠衰恥ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるもの¬

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名:専門研修Ⅱ
び福祉践事例の研究及び発表「リハどリテーション及

目名 `②
-1ケアマネジメントにおける実

用具の活鷹 | 関する事例ど

受講匡

会場

１

　

２

　

　

１

　

２

時間 氏名

番号

2

項  目 受講前
講
後
受
直

実践
評4面
(3ヶ員後)

備  考

記入囲(入力日)

①覇朝鋪毀鍵魏 :象軒
し、評イ面できる。

分析し、評価したハ容を受講者問で共有し、ア

② セスメントや居宅サービス計画等の作成における

留意点を判断できる。

③嵐雪橋肇更謙寵艶鎮塚す
吹別の制

も:  鶴 範:
―
等との連携方法への応用を実施できる。

リハビリテーシ雲ンや福祉用具等の地域の社会

③ 資源 (インフオーマルサービス等)を活用したケ

アマネジメントを実施できる。

※研修fよ 自己評価とし、4段

【選択肢】 4 できる
階評価で、数字が大きしヽlよど高評価、数字が小さいほど低評l面として記入してくださも`c

8 概ねできる    2 ほとんどできない   1 全くできない
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研修記録シート2(評価 )
この振り返リシートは、科目の受講前後で各自の理解度

急季醒 理碧ご        曇亥峯易震鞠ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるもの¬

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

専門研修 正

目名:①介譲保険制度及び地域包括ケアシステムの今後の展開

受講日

会場

穏

　

２

１

　

２

　

　

１

　

２

時間 氏名

番号

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価
(3ヶ月後)

備  考

記入日(入力日)

③
介護保険制度等の改正のぬ容とその理由につ

いて説明することができる。

②
地域の社会資源を活用したケアマネジメントを実

施できる。

i亀坂色芋蓋ケアシ文ァムのオ寺築titti丁そ遍藪謀
③ 題の解決におIする介護支援専門員が果たすべ

き役害1を具体的に実施できる9

④!傘鸞 裂ど謀窪勇覇寧        
た

地域包括ケアシステムの構築に向けた現状の

⑤
賢ぎ妥健象乱尋冨琴黍響蜜銘鞣讐蔑

支援専F二

※研修1よ 自己評価とし、4段階評価で、数字が大

【選択肢】 4 できる   3 去既ねできる
きいほど高評価、数字が小さいほどイ氏評価として記入してください。

2.lよとんどできなもヽ   1 全くできない
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機 観ヽ 癬緊癬緊解繋譲議薪魏}ましよう。

:専門研修Ⅱ
族への支援のネ見点が必おける実践事例の研究及び発表

目名
②-5ケアマネジメンH・
要な事例 J

受講日

会場

■
１

　

０

４

１

　

２

　

　

１

　

２

時間 氏名

番号

項  目 受講前
受講
直後

実践
評(藤
(3ヶ月後)

備  考

※研修 Fま 自己評1面とし、4段階評価で 数字が大 し ど高評価、数 字が ′1 さヽし ほど低評価として記入し

【
2

選択肢】 4 できる 3 概 ねできる

き 1ヽよ

Iよとんどできなし 全くできなし

てくださt
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